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１．概要（Summary） 

歯車研削は仕上げ加工の一種として高精度と高能

率を併せ持つ. が, 研削では著しい発熱が生じ, ワー

クの品質に悪影響を与える. 一般的にはクーラントを

用いて冷却を行うが, クーラントの供給に多大な電力

が消費されるため, 環境に負担をかけることが問題と

されてきた[1][2]. 本研究では, クーラントを一切使

わない乾式歯車研削法を実現することを目標にした. 
今回歯面温度を測定するための侵食熱電対に絶縁薄

膜を形成することを目指し、東京大学武田先端知スー

パークリーンルームのパリレンコータを利用した． 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
パリレンコータ，高密度汎用スパッタリング装置（CFS-
4ES） 
【実験方法】 
ワイヤ放電加工機で成形した，断面形状が 250 µm

×200 µm の熱電対素線（K 型）表面にパリレンをコ

ーティングした．パリレンの厚さは 2 µm となるよう

に調整した． 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
パリレンを成膜したのち，熱接合を施すことにより製作し

た侵食熱電対を Fig. 1 に示す．熱電対の 2 極が側面で

密着して接合されていることがわかる．パリレンの膜厚が 2 
µm なので，2 極間の距離はその 2 倍の 4  µm 程

度ということになる． 

 
Fig.1 Fabricated eroding thermocouple 
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